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きれいな水・きれいなトイレを必要としている人々が 
あなたの力を必要としています。 

インドネシア、スルンゴ ハムレット コミュニティの長期支援 
 
Habitat for Humanity Japan 

 

           住居の建築ときれいな水へのアクセスを支援 
 

＊活動内容：コアハウスの建築と周辺作業（セメント作り、 

穴掘り、埋め戻し、レンガ積み、運搬作業など）。 

現場監督や建築スキルのある職人の指示のもと作業を行い 

ます。または水管工事、水場・トイレの設置や整備のサポート 

などを予定。 

 

＊受け入れチーム数：４チーム（８月） / ４チーム（９月） 
 
＊参加費：ＣＣ ４５,０００円/人  ＣＣ以外 ６０,０００円/人 

  （最大建築日数 ８日まで） 
 
＊アクセス：ジョグジャカルタ中心部から２５キロ、車で約４５分 
 
＊宿泊：ホテル宿泊 
 
＊食事：ホテルでの食事のほか、レストランもあり。 
 
＊Cultural Activity(CA) :世界遺産ボロブドゥールプランバナン 

遺跡、クラトン（王宮）、ローカルマーケットで買い物など。 

スルンゴ ハムレットはジョグジャカルタ特別州の南に

位置するセロパミオロ地区にあります。このエリアは
丘が多く、お米を中心とした農作と林業に８０ヘク
タールほどの土地が使われています。 
 
スルンゴ ハムレットには３２５家族が住んでおり、そ

の内１４１家族はインドネシア政府が定める貧困ライ
ンに属しています。この１４１家族は泥でできた床、
脆く水漏れする屋根など安心かつ安全とは言い難い
環境で生活しています。そして半分以上にのぼるこ
のコミュニティの住民はきちんとしたトイレ環境への
アクセスがありません。 
 
 
 
 
 
 

そこで、安全で衛生的な生活ができるよう住宅建築
支援を行っていく計画です。さらにこのコミュニティは
馬を使って丘の上にある洞窟へ水を汲みとりに行っ
ています。または井戸がある個人宅から水を汲んで
いますが、湧き出ている水の量はとても住民全体に
配れるほどの水量ではありません。また、乾季には
スルンゴハムレットではきれいな水が枯渇し、日常
生活に大きな影響を与えています。これによって生
活費を圧迫し、さらに最低限しかシャワーしない、川
や茂みで用を足すなどの不衛生な生活習慣を繰り
返さざるを得ない環境にいます。政府機関が井戸や
水道管整備を行いましたが、経済的負担が大きすぎ
る為、その水道環境を維持できず、現在はきちんと
動いていないのが現状です。そこでハビタットは現地
のスペシャリストと共同で、低コストで洞窟からの水
を引けるようにし、さらにフィルターを通すことによっ
てきれいな水を供給できる環境を整えようと動いて
います。 

インドネシア 
セロパミオ地区ＧＶ 
 

・住宅建築支援 
 
・水の衛生面での支援 
 

・きれいな水とトイレの
設置 

（特活）ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン 
〒162-0843 東京都新宿区市谷田町2-7-15 近代科学社ビル３階 

Tel: 03-5579-2550 Fax: 03-5579-2551 
URL: www.habitatjp.org 


